6講; ストーリー発見(創世記1:27-28) 

養育する時、その人のstoryを発見しなければなりません。 

まず、自分のstoryを話してあげましょう。そして、相手の storyを発見して、よく整理してあげるべきです。これが伝道、祈りの答えに変えられます。 

これをしてあげなければ、伝道、祈りの答えの時刻表が遠ざかります。 

ここで、一生の決定的な答えを受けることになるのです。 

簡単で、筋道が通るようにしましょう。時間によって短く、でなければ長くします。 

創世記1:26-28 元々の人間は、神様のかたちに創造 -神様を知るように 

神様 ------------------------------------人間 

             創世記3章の事件で 

神様　　　　 ----------     　罪    　　   ------------------人間 

     Ｉコリント12;3        ローマ5:8   　    サタンの 誘惑 

     Ｉコリント3:16      　ヨハネ5:24  　　  未信者状態 6種類 

      ローマ8:2          　ローマ10:13     　宗教, 知識, 哲学 

　 聖霊が あなたの中に 　　 ヨハネ1:12      　地獄 

    7種類の祝福   　　　   ローマ10:9,10 

　    伝道         　　    黙示録3:20 

どのように生きるのでしょうか？ 聖書的伝道方法で生きるのです。 

*福音をもう一度理解させてあげましょう。 

もう一度福音を整理してあげましょう。 

個人のストーリーを整理してあげましょう。 

個人の変化 -大韓民国を変化させようとするなら、個人を変化 

　　　　　教会を変化させようとするなら、個人を変化させましょう。 

(1)祈りの課題 -個人が歩いていかねばならない祈りの課題がみな出てきます。 

(2)個人の方向がみな出てくるのです。 

(3)証しがみな出てきます。 

いままでのメッセージを整理 

最も至急なこと -何故、福音を早く受けねばならないのでしょうか? 

押し入る災いのためです。 

必ず答えを受けなければならないので、祈りの秘密を教えなければなりません。

実際にこの答えを味わう伝道に対する時刻表を話しました。 

個人の時刻表がきました。 

参考にすること 

文鮮明氏が核心の役割を果たす人に尋ねたのです。 

その人に対する良い点が何か？とたずねたら、文鮮明氏は占いと同じで、自分に会うやいなや、自分に救いを与えて、自分が一生歩いていかねばならない道を案内をしたら、そのままなったからです。これ以上証拠がないと言いました。 

完全にだまされたのです。 

霊的問題がある人が、ものすごい占いをして人を掌握します。 

私たちが新しい家族に伝えてあげる個人のストーリーがないということが問題です。 

学生には 

ルカ2:52 

イエス様を中心に生きましょう。

身長、知恵、人、神様の前で愛らしくなります。 

未信者状態から早く方向を変えるように 

肉体的成長 -運動もして... 習慣を変えましょう。 

知識的成長 -可能ならば、若い時は本を読むように。

キリストを知って本を読めば、全部宝とお金です。 

人前で -社会的成長 

神様の前で -霊的成長 

人と弟子を見る目 

もし共にせねばならない弟子はどんな人か？ 数種類話してあげましょう。 

(1)キリストで答を知っている者 

　キリストを味わって、キリストが現れる人 

　こういう人を捜し出したり、会うようになれば、まちがいなく成功します。

(2)判断する時、福音とキリスト、伝道のために 

(3)選択する時、教会のために 

(4)私よりは他人のために 

(5）全世界を見る霊的な目 

(6）伝道時代を見れば、必ず起きる迫害と試みがあります。その時、より多くの証拠が起きました。 

*人と交わるなら、このような人と交わりましょう。こういう人が弟子です。
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